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2安芸太田町議会だより

8月臨時会・9月定例会で決まったこと!
　

今
期
定
例
議
会
は
９
月
６
日
に
開
会
し
、
９
月
９
日
、

10
日
の
２
日
間
が
９
名
の
議
員
に
よ
る
一
般
質
問
、
議

案
の
審
議
で
は
「
条
例
改
正
」
「
道
の
駅
再
整
備
事
業

契
約
の
締
結
」
「
令
和
５
年
度
会
計
決
算
の
認
定
」、
そ

の
ほ
か
「
令
和
６
年
度
会
計
の
補
正
予
算
」
な
ど
、
11

議
案
を
審
議
い
た
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
各
議
案
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
ほ
か
議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会
提
出

議
案
と
し
て
、
議
員
定
数
を
１
名
減
員
し
、
定
数
11
名

と
す
る
、
安
芸
太
田
町
議
会
議
員
定
数
条
例
の
一
部
改

正
案
が
上
程
さ
れ
、
賛
成
多
数
に
よ
り
、
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
９
月
28
日
に
安
芸
太
田
町
「
合
併
20
周
年 

記
念
式
典
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
20
周
年
と
い
う
節

目
を
迎
え
、
町
民
の
皆
様
が
将
来
に
わ
た
っ
て
「
住
み

続
け
た
い
」
「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
実
感
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
、
ま
た
、
多
く
の
方
が
「
訪
れ
て

み
た
い
」
「
働
い
て
み
た
い
」
「
暮
ら
し
て
み
た
い
」
と

思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に

誠
心
誠
意
、
努
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
安
芸
太
田
町
議
会
議
長

　
　
中
本
正
葊

９
月
定
例
会
を
終
え
て

　

安
芸
太
田
町
議
会
の
議
員
定
数
に
つ
い
て
は
、
合
併

後
の
平
成
17
年
４
月
、
18
人
で
ス
タ
ー
ト
し
、
そ
の
後

の
議
会
改
革
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
町
の
人
口
減
少
と

経
費
削
減
の
観
点
か
ら
、
平
成
21
年
４
月
か
ら
16
人
、

平
成
24
年
４
月
に
は
12
人
に
削
減
し
、
そ
の
後
３
期
12

年
間
、
12
人
の
議
員
で
議
会
運
営
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
間
安
芸
太
田
町
の
人
口
は
７
千
人
か

ら
５
千
人
に
減
少
し
、
県
内
の
類
似
町
（
合
併
五
町
）

に
お
い
て
も
議
員
定
数
の
削
減
が
行
わ
れ
て
い
る
状
況

で
す
。

　

さ
ら
に
、
今
年
度
６
月
に
実
施
し
た
、
議
員
定
数
に

関
す
る
「
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
に
お
い
て
も
、
議

員
定
数
は
削
減
す
べ
き
と
の
意
見
が
、
全
体
の
68
％
と

多
数
を
占
め
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
議
員
定
数
の
改
正
議
案
に
つ
い
て
は
、
次
の

一
般
選
挙
か
ら
現
行
定
数
の
12
人
か
ら
１
人
減
の
11
人

に
削
減
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

提
案
理
由
（
抜
粋
）

来
年
３
月
の
町
議
選
か
ら

定
数
11
人
に

議
員
定
数
１
削
減
を

可
決
!!

議案番号 件　　　　　　　名 採　決

議案第52号 安芸太田町の特定の事務を取り扱う郵便局の指定について 賛成多数

議案第53号 令和６年度安芸太田町一般会計補正予算（第３号）

（フォークリフト購入の補正230万円 — 衛生対策室）
全会一致

議会広報広聴調査特別委員会の委員定数の変更及び委員の選任について 〃

子ども子育て・若者支援対策特別委員会の設置及び委員の選任について 〃

（令和６年８月２日）
令和６年 ８月臨時議会
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8月臨時会・9月定例会で決まったこと!
　

安
芸
太
田
町
の
特
定
の
事
務
を
取
り
扱

う
郵
便
局
の
指
定
に
つ
い
て

・
議
案
内
容

　

安
野
出
張
所
の
業
務
を
郵
便
局
に
試
験

的
に
委
託
す
る
実
証
実
験
を
行
う
た
め
、

議
会
議
決
を
求
め
る
も
の
。

●
実
験
期
間

　

令
和
６
年
10
月
１
日
～
令
和
７
年
１
月

15
日
ま
で
の
３
か
月
間

・
議
案
質
疑

問　
実
験
が
終
わ
っ
た
場
合
ど
う
す
る
の

か
。

答　
実
証
実
験
の
期
限
は
令
和
７
年
１
月

15
日
と
し
て
お
り
、
そ
の
後
直
ち
に
郵
便

局
へ
の
事
務
委
託
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
直
ち
に
、
安
野
出
張
所
を
閉
鎖
す

る
と
い
う
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

問　
現
在
の
職
員
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、

答
弁
を
求
め
る
。

答　
引
き
続
き
雇
用
し
、
現
場
の
業
務
支

援
等
に
あ
た
り
ま
す
。

問　
今
回
の
実
験
が
将
来
的
に
加
計
・
筒

賀
支
所
の
廃
止
に
繋
が
る
可
能
性
は
な
い

か
。

答　
現
在
の
と
こ
ろ
、
支
所
の
廃
止
は
考

え
て
い
ま
せ
ん
。

議
案
第
52
号

賛否の分かれた議案の表決結果について
議　員　名

⻆
田
伸
一

斉
藤　
マ
ユ
ミ

佐
々
木　
道
則

小
島
俊
二

末
田
健
治

大
江
厚
子

影
井　
伊
久
美

田
島
　

清

大
江
昭
典

津
田
　

宏

佐
々
木
美
知
夫

中
本
正
葊

議案番号等

議案第52号
安芸太田町の特定の事務を取り扱う郵

便局の指定について

○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ －

【○賛成　●反対】　※議長は賛否に関わることができません。ただし、賛否同数の場合は、議案の可

　　　　　　　　　　　決・否決を決めることができる「採決権」が認められています。

議案番号 件　　　　　　　名 採　決

報告第４号 健全化判断比率の報告について —

報告第５号 資金不足比率の報告について —

同意第４号 教育委員会委員の任命について 全会一致

議案第54号 広島県後期高齢者医療広域連合規約の変更について 賛成多数

議案第55号 安芸太田町国民健康保険条例の一部改正について 〃

議案第56号 安芸太田町附属機関の設置に関する条例等の一部改正について 全会一致

議案第57号 事業契約の締結について（道の駅「来夢とごうち」再整備事業） 〃

議案第58号 令和６年度安芸太田町一般会計補正予算（第４号） 〃

議案第59号 令和６年度安芸太田町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 〃

議案第60号 令和６年度安芸太田町介護保険事業特別会計補正予算（第２号） 〃

議案第61号 令和６年度安芸太田町病院事業会計補正予算（第１号） 〃

（令和６年９月６日～19日）
令和６年 ９月定例議会
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議案番号 件　　　　　　　名 採　決

認定第１号 令和５年度歳入歳出決算の認定について 全会一致

認定第２号 令和５年度安芸太田町病院事業会計決算の認定について 〃

発委第３号 安芸太田町議会議員定数条例の一部改正について 賛成多数

陳情第16号 加計体育館の照明度確認を求める陳情書 全会一致

選挙管理委員の選挙

選挙管理委員補充員の選挙

賛否の分かれた議案の表決結果について
議　員　名

⻆
田
伸
一

斉
藤　
マ
ユ
ミ

佐
々
木　
道
則

小
島
俊
二

末
田
健
治

大
江
厚
子

影
井　
伊
久
美

田
島
　

清

大
江
昭
典

津
田
　

宏

佐
々
木
美
知
夫

中
本
正
葊

議案番号等

議案第54号
広島県後期高齢者医療広域連合規約の

変更について
○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ －

議案第55号
安芸太田町国民健康保険条例の一部改

正について
○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ －

発委第３号
安芸太田町議会議員定数条例の一部改

正について
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ －

【○賛成　●反対】　※議長は賛否に関わることができません。ただし、賛否同数の場合は、議案の可

　　　　　　　　　　　決・否決を決めることができる「採決権」が認められています。

■
一
般
会
計
・
歳
入
歳
出

　

歳
入
歳
出
に
１
９
７
，
７
８
６
千
円
を
増
額
し
、
歳
入

歳
出
予
算
総
額
を
８
，
９
９
９
，
５
８
８
千
円
に
増
額

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
可
決
）

歳
入
の
主
な
も
の

・
国
庫
補
助
金
（
物
価
高
騰
交
付
金
３
，
４
２
０
千
円
・

　

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
補
助
金
１
６
，
５
５
０
千
円
・

　

児
童
手
当
負
担
金
１
２
，
４
４
５
千
円
・
そ
の
他
２
２

　

１
千
円
）　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
２
，
６
３
６
千
円

・
県
補
助
金　

 　
　
　
　
　
　
　

     

４
，
９
４
０
千
円

・
起
債
等　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
４
，
９
０
１
千
円

歳
出
の
主
な
も
の

・
価
格
高
騰
対
策
事
業　
　
　
　

   　

３
，
４
２
０
千
円

・
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
対
応　
　
　

   

１
４
，
０
７
０
千
円

・
社
会
・
生
活
基
盤
等
整
備
事
業　

６
０
，
０
７
７
千
円 

・
そ
の
他
（
前
年
度
補
助
金
返
還
金
等
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
２
０
，
２
１
９
千
円

■
事
業
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

・
事
業
名　

　

安
芸
太
田
町
道
の
駅
「
来
夢
と
ご
う
ち
」
再
整
備
事
業

・
契
約
金
額　
　
　
　
　
　

２
，
１
５
０
，
０
０
０
千
円

・
契
約
相
手

　

株
式
会
社
ゲ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
あ
き
お
お
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

代
表
取
締
役　

橋
本　

稔
広

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

議
案
第
57
号

9月定例会で決まったこと!
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9月定例会で決まったこと!

令和５年度各会計の決算状況　決算審査
－前年度比1.9%の増加（一般会計決算額）－

一般会計歳出 総額　83億3,261万円
会　計　名 決　　　算　　　額

歳　　入 歳　　出 翌年度繰越額 実質収支額
一 般 会 計 8,554,303 8,332,606 60,717 160,980
国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 809,166 804,913 0 4,253
後 期 高 齢 者 医 療 事 業 特 別 会 計 166,454 159,461 0 6,993
介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 1,347,916 1,320,727 0 27,219
介 護 サ ー ビ ス 事 業 特 別 会 計 14,732 14,732 0 0
公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 302,809 246,284 0 56,529
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 242,135 153,155 0 88,980
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 140,886 108,902 0 31,984
特定環境保全公共下水道事業特別会計 302,809 246,284 0 56,525
筒 賀 財 産 区 特 別 会 計 2,835 2,835 0 0
内 黒 山 財 産 区 特 別 会 計 8,454 8,454 0 0

合　　　計 11,589,700 11,152,049 60,717 376,934

病 院 事 業 会 計 収 益 的 収 支 2,005,238 2,022,257 — ▲17,019
資 本 的 収 支 115,840 199,196 — ▲83,356

区
分 基　金　名 令和５年度 令和６年度 説　　　　明年度末現在高 年度末現在高見込

一　
般　
会　
計

財 政 調 整 基 金 31億7,616万9千円 29億7,774万1千円
自治体における年度間の財源の不均衡を調整す

るための積立金です。財源に余裕のある年度に

積み立てを行い、大規模災害の発生や大幅な税

収減などがある年度に取り崩しを行います

減 債 基 金 3億7,918万4千円 3億7,947万2千円
町債の償還財源を確保し、財政の健全な運営に

資するための資金を積み立てることを目的に設

置された基金

地 域 振 興 基 金 3億1,574万円 3億1,617万9千円 旧可部線の沿線地域振興のため、ＪＲ協力金を

財源とした基金

ま ち づ く り 基 金 8億9,744万6千円 8億7,751万1千円 合併特例債を財源とした基金

過疎地域持続的発展事業基金 1億5,888万7千円 1億4,799万9千円 過疎債のソフト事業分を財源とした基金

ふるさと未来・夢基金 2億2,774万6千円 2億7,845万6千円 ふるさと納税を財源とした基金

森林環境譲与税基金 5,705万4千円 4,666万3千円 森林環境譲与税を財源とした基金

そ の 他 基 金 6,031万6千円 6,036万5千円 福祉医療教育支援奨学基金、温井ダム周辺町有

施設整備基金、森づくり事業基金

一般会計合計 52億7,253万9千円 50億8,438万6千円

●安芸太田町財政各種指標
項　　　目 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

経 常 収 支 比 率 93.5％ 86.8％ 97.8％ 97.9％
実 質 公 債 費 比 率 12.4％ 12.3％ 12.1％ 12.6％
地 方 交 付 税 額 44億5,200万円 43億3,694万円 42億2,073万円 43億1,433万円

普通交付税 39億5,219万円 38億2,296万円 37億848万円 37億3,768万円
特別交付税 4億9,981万円 5億1,397万円 5億1,255万円 5億7,665万円

財政調整基金（貯金残高） 23億9,900万円 28億4,600万円 30億2,800万円 31億7,600万円

（単位：千円）

●安芸太田町基金一覧表



決算審査特別委員会審査報告

決算審査特別委員会委員長
　　　　　　　津田　　宏

　令和６年第５回安芸太田町議会定例会において、当委員会に付託された、認定第１号、令和５年

度安芸太田町歳入歳出決算の認定について及び、認定第２号、令和５年度安芸太田町病院事業会計

決算の認定についての２件の審査結果を会議規則第77条の規定により次の通り報告します。

　審査委員会は議長、監査委員を除く10名で構成され、９月12日から９月17日までの６日間にわた

り慎重に審査いたしました。審議にあたって、監査委員の意見に基づき、「効率性」「効果的」「適

正性」を主眼に置き、基礎資料及び、関係諸帳簿、証拠書類を照合精査するとともに、関係資料の

提出を求め、関係職員の説明を聴取し、審査を行った。執行部の出席は町長をはじめ教育長、病院

事業管理者、所管課長等を説明員として出席を求め、議案の概要説明を受けた後、質疑、細部審査

を行いました。

　令和５年度における国内の経済状況では、情勢の悪化に伴う物価高騰により、コロナ禍後の経済

が正常化したとは言い切れない状況であった。本町の財政状況では、前年度に引き続き、財政調整

基金の補填を伴わない決算収支であった。決算数値における財政指標は、基金の積み増しと起債償

還の進展により将来負担比率が9.5％から1.1％と改善しているものの、実質公債費比率は、12.1

%から12.6%に悪化、経常収支比率は、97.8％から97.9％と横ばいで推移しており、依然として

財源的余裕や財政構造の弾力性が希薄な状況が続いている状況であった。実質収支では、１億６千

98万円となり、前年度の２億9,307万６千円に比べれば１億3,209万６千円減少したものの、黒

字であった。財政調整基金への積立状況では、前年度比18.2％減少、金額にして3,307 万９千円

減少していたが、総額で１億4,842万１千円を積立て、取崩しによる補填を伴わない決算であった。

結果として、実質単年度収支は1,632万５千円となったものの、前年度１億1,541万５千円に比

べて、9,909万円減少していた。

　決算には、コロナウイルス感染症対応事業や物価高騰対応事業が挙げられるが、国庫支出金のう

ち、コロナウイルス、物価高騰関係の経費は全体の３割であった。この使途として主要なものは、

物価高騰に伴う非課税世帯への給付金などの各種支援事業として１億3,076万８千円のほか、地域

経済の活性化と生活支援としての地域通貨もりかプレミアムキャンペーン事業として2,152万1千

円、新型コロナウイルスワクチン接種体制確保として1,874万５千円があった。

【安芸太田病院事業会計】
　病院事業会計の決算は、収益合計20億523万９千円に対し、費用のほうが20億2,225 万７千

円で、1,701万８千円の赤字決算であった。収益的収支の状況としては、医業収益では病棟内での

クラスター発生と介護医療院転換工事に伴う入院収益の減少と一般会計負担金の見直し等により、

前年度比で2,836万１千円減少していた。医業外収益では補助金等の増額により、2,935万1千円

の増加していた。支出の医業費用では、給与費及び減価償却費の増加により、前年比で2,495万２

千円増加していた。医業外費用では建設改良の規模が減少したこともあり、対前年比で348万４千

円減少していた。

　当期は前年より、1,239万４千円の損失が増加し、1,701万８千円の純損失となっていた。

物価高騰対応等が３割に及ぶ
（国庫支出金のうち）

病院は入院収益減少が見られる

9月定例会で決まったこと!
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　「第二次長期総合計画後期基本計画」及び「第２期まち・

ひと・しごと創生総合戦略」で進めてきた取り組みのうち、

人口増対策として「戦略的重点プログラム」を集中的に推し

進める取り組みをされ、移住者増対策では成果が表れてきて

いる。引続き、定住対策に取り組まれたい。

　また、財政状況は、財政調整基金の補填を伴わない決算収

支であり、決算数値における財政指標は、基金の積み増しと

起債償還の進展により将来負担比率が9.5％から1.1％に改

善していた。しかし、実質公債費比率は、12.1％から12.6

％に悪化、経常収支比率では97.8％から97.9％とほぼ横ばいで推移し、依然として財源的余裕や

財政構造に弾力がない状況であるため、これから本格化する道の駅周辺再整備事業、加計スマート

インターのフル化や定住促進賃貸住宅整備事業等といった大型事業への投資など、財政調整基金に

頼らざるを得ない状況が予想される。中期財政運営方針に沿って、事業の選択と集中を高めながら

財政運営に努められたい。

　病院事業会計は、今後も収益増加に向け、管理職による経営改善会議の継続、また病院職員が一

体となり、安芸太田町病院事業中長期計画「公立病院経営強化プラン」による５つの経営方策の具

体的な取り組みを着実に実施し、ＫＰＩ（重要業績指標）・ＫＧＩ（重要成果指標）による成果・

指標の検証を行い、安芸太田町病院事業の経営健全化に向けて引き続き取り組まれたい。

　以下、従前からの決算指摘も踏まえ、特記として付記する。

　１．翌年度繰越額について
　２．ふるさと納税の推進について
　３．加計高校の支援について
　４．ＰＦＩ事業の推進について
　５．ＤＸ推進について（デジタル・トランスフォーメーション）
　　　◉福祉分野におけるＤＸ推進
　　　◉教育分野におけるＤＸ推進
　６．働き方改革の推進について
　７．公用車の取り扱いについて
　８．口座振替データ伝送の見直しによる経費削減について

決算審査監査委員からの意見（抜粋）

移住者増対策に成果！！

代表監査委員
齋藤　和典

議会選出監査委員
佐々木道則

9月定例会で決まったこと!
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加計体育館の現状確認 旧JR滝山川橋梁撤去状況を確認



ページ 質問議員 質　問　項　目

9
⻆　田　伸　一
【一問一答】

■生活環境について 

■有害鳥獣について

■防災について

10
小　島　俊　二

【一問一答】

■行政運営の諸課題について

　・消防屯所の格差是正について

■教育大綱策定後の「教育振興計画」について

■公共施設等総合管理計画について

　・加計体育館のリニュ－アル（照明、トイレ洋式化等）

11
佐々木　美知夫
【一問一答】

■減少が続く少子化対策について

　（第３期子ども・子育て支援事業計画）

12
影　井　伊久美
【一問一答】

■町道の維持管理について

■特産品・お土産品の商品開発について

13
斉　藤　マユミ
【一問一答】

■指定管理施設について

■町有施設の倒木調査について

■大規模林道舗装工事の進捗状況について

14
大　江　厚　子
【一問一答】

■本町の戦争・核兵器廃絶の取り組みについて

■岩国米軍基地に関する問題について

■介護職員不足の現状と確保・育成について

15
田　島　　　清
【一問一答】

■明るい選挙について

■公共施設等のトイレ整備について

■合併20周年記念事業について

16
大　江　昭　典
【一問一答】

■組織力（行政力）について

■教育振興について

■太田川清流構想について

17
津　田　　　宏
【一問一答】

■安芸太田町ＤＸ推進計画について

■加計高校の持続と発展について

町
政
課
題
で
活
発
な
論
戦
を
展
開
！

　一般質問とは　議員が町民の代表として、町の行政全般に対し、現在の状況や将

来の方針等を質問することで、政策の見直しや提言等を行います。

　♦質問時間は、1 人 1 時間以内（答弁含む）です。

　９月定例会では、９月９日、10日の２日間で９人の議員が一般質問を行いました。

　（注）答弁の概要を、次ページ以降に、掲載しています。

一般質問　町の未来（アシタ）を問う！

一般質問
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みなさん是非 傍聴にいらして下さい!!

　
　

町
長

　

県
内
で
も
今
後
の
人
口
減
少
率
が
50

％
以
上
と
想
定
さ
れ
る
市
町
の
う
ち
、

上
位
２
町
（
安
芸
太
田
町
、
神
石
高
原

町
）
に
つ
い
て
、
県
に
お
い
て
調
査
を

行
う
た
め
の
協
力
要
請
が
あ
っ
た
も
の

で
す
。

　

町
と
し
て
も
、
こ
の
取
り
組
み
は
、

今
後
の
中
山
間
地
域
の
暮
ら
し
を
守
る

う
え
で
大
変
重
要
な
調
査
と
受
け
止
め
、

依
頼
を
引
き
受
け
ま
し
た
。

　

町
内
全
て
の
住
民
組
織
を
対
象
と
し

た
聞
き
取
り
調
査
の
ほ
か
、
関
係
機
関

へ
の
聞
き
取
り
調
査
に
つ
い
て
協
力
し

ま
し
た
。

　
　

安
芸
太
田
町
が
、
広
島
県
集
落

対
策
に
関
す
る
検
討
会
議
に
協
力
し

た
い
き
さ
つ
に
つ
い
て
、
ま
た
安
芸

太
田
町
か
ら
何
に
協
力
を
し
た
か
。

問答

問

県と連携して広域自治体
として取り組む

⻆田　伸一　議員

過疎地域の集落対策は

　
　

災
害
が
予
想
さ
れ
る
と
き
、
ま

た
災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
住
民
が

頼
り
に
す
る
の
は
、
行
政
職
員
の
行

動
力
で
あ
る
。

　

有
事
の
時
に
備
え
た
、
行
政
職
員

の
訓
練
の
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

問
　
　

町
長

　

万
が
一
災
害
が
発
災
し
た
場
合
、
町

民
の
皆
様
が
頼
り
に
さ
れ
る
の
は
行
政

で
あ
り
、
そ
の
思
い
か
ら
、
私
が
就
任

後
最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
は
危
機
管
理

室
の
設
置
で
し
た
。

　

昭
和
63
年
７
月
豪
雨
災
害
を
参
考
に

「
訓
練
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
職

員
は
被
災
直
後
の
初
動
対
応
が
必
要
な

住
民
課
、
災
害
廃
棄
物
処
理
を
担
当
す

る
衛
生
対
策
室
、
被
災
者
対
応
を
行
う

健
康
福
祉
課
、
両
支
所
の
み
に
留
ま
っ

て
お
り
、
今
後
は
、
組
織
的
な
対
応
の

強
化
に
向
け
て
、
参
加
職
員
を
広
げ
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

答

　
　

里
山
の
適
正
な
維
持
管
理
と
い

う
こ
と
に
つ
い
て
、
思
い
を
問
う
。

問
　
　

町
長

　

里
山
は
町
民
が
頻
繁
に
里
山
に
出
入

り
す
る
機
会
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
維
持

さ
れ
て
い
た
わ
け
で
、
現
代
の
よ
う
に
、

里
山
に
入
る
機
会
が
な
く
な
っ
て
し
ま

う
と
荒
廃
も
進
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

答

答
こちらのＱＲコード
から中継映像もご覧
いただけます。

里
山
に
つ
い
て

　
　

こ
れ
か
ら
集
落
対
策
を
推
進
す

る
に
あ
た
り
、
県
と
町
は
ど
の
様
な

関
係
性
を
も
っ
て
取
り
組
む
こ
と
に

な
る
の
か
。

問
　
　

住
民
課
長

　

集
落
対
策
を
進
め
て
い
く
う
え
で
、

ま
ず
は
地
域
住
民
に
最
も
近
い
町
が
主

体
と
な
り
、
課
題
解
決
に
向
け
て
地
域

や
集
落
と
共
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
上
で
、
県
に
は
、
単
独
の
市
町

で
は
対
応
が
困
難
な
課
題
に
つ
い
て
、

市
町
の
協
力
も
得
な
が
ら
、
広
域
自
治

体
と
し
て
解
決
に
向
け
た
支
援
・
調
整

を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

答

　

イ
ノ
シ
シ
や
ク
マ
な
ど
の
出
没
抑
制

と
し
て
の
緩
衝
帯
や
、
土
砂
崩
れ
な
ど

の
山
地
災
害
防
止
の
た
め
に
も
里
山
の

整
備
は
必
要
で
す
。

9 安芸太田町議会だより



問

充実していく必要はある
ので、検討する答

小島　俊二　議員

地元屯所の維持・管理への
支援拡大について

こちらのＱＲコード
から中継映像もご覧
いただけます。

　
　

教
育
次
長

　

現
在
、
学
校
の
教
室
の
放
課
後
利
用

に
つ
い
て
は
、
戸
河
内
小
学
校
の
放
課

後
こ
ど
も
教
室
を
除
い
て
、
あ
り
ま
せ

ん
。
加
計
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い

て
は
、
今
現
在
、
人
数
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
が
、
場
所
を
移
し
た
り
、
２
拠

点
に
す
る
な
ど
を
考
え
る
と
、
指
導
者

の
配
置
に
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
に
お
い
て
施
設
を
ど
う
す
る
か

と
い
う
の
は
、
引
き
続
き
検
討
を
続
け

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

校
庭
開
放
に
つ
い
て
は
、
下
校
時
刻

後
は
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
こ
ど
も

教
室
利
用
者
以
外
は
、
速
や
か
に
自
宅

　
　

加
計
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、

旧
加
計
保
育
所
で
実
施
し
て
い
る
が
、

登
録
人
数
が
50
人
近
く
在
籍
し
て
お

り
、
プ
レ
ハ
ブ
校
舎
が
手
狭
で
、
勉

強
体
制
に
も
支
障
が
で
る
状
況
で
あ

る
。

　

加
計
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
加
計

小
学
校
で
実
施
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
か
を
問
う
。
ま
た
、
加
計
小
学
校

の
放
課
後
に
お
け
る
校
庭
開
放
に
つ

い
て
問
う
。

問 加
計
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

に
つ
い
て

　
　

総
務
課
課
長
補
佐

　

集
会
施
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
施

設
の
老
朽
化
や
利
用
状
況
、
維
持
コ
ス

ト
を
踏
ま
え
た
上
で
、
最
適
な
規
模
、

設
置
数
を
検
討
し
、
地
元
と
も
協
議
し

な
が
ら
、
地
域
へ
の
譲
渡
を
含
め
て
検

討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

集
会
施
設
や
観
光
施
設
、
ス

ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設

に
つ
い
て
、
譲
渡
や
解
体
な
ど
具
体

的
な
計
画
を
出
す
予
定
は
あ
る
か
問

う
。

問答 公
共
施
設
総
合
管
理
計
画

に
つ
い
て

　
　

教
育
課
長

　

加
計
体
育
館
は
、
昭
和
62
年
竣
工
後
、

築
37
年
経
過
し
て
お
り
ま
す
。
経
年
劣

化
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
ア
リ
ー
ナ
照
明

の
一
部
修
繕
を
行
う
な
ど
、
応
急
措
置

程
度
の
修
繕
に
よ
る
維
持
管
理
を
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
、
利
用
者

の
要
望
や
意
見
を
施
設
管
理
に
反
映
さ

せ
、
利
用
者
に
と
っ
て
快
適
な
施
設
と

し
て
、
管
理
運
営
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
、
施
設
の
長
寿
命
化
を

踏
ま
え
た
計
画
的
な
改
修
を
行
う
よ
う

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

加
計
体
育
館
の
各
種
施
設
の
老

朽
化
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か

問
う
。

問

答

加計体育館（屋内）

答

へ
帰
る
よ
う
に
指
導
し
て
お
り
、
学
校

に
残
っ
て
利
用
し
て
い
る
こ
と
は
現
状

は
あ
り
ま
せ
ん
。
校
庭
開
放
に
つ
い
て
、

複
数
の
議
員
か
ら
質
問
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
の
で
、
今
後
ど
う
い
う
ふ
う

な
開
放
が
で
き
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
は

検
討
課
題
で
あ
る
と
認
識
を
し
て
い
ま

す
。

加計放課後児童クラブ

一般質問

で
き
る
３
歳
以
降
、
何
と
か
対
応
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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みなさん是非 傍聴にいらして下さい!!

　
　

教
育
次
長

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
き
ま
し
て

は
、
配
布
数
２
３
８
件
で
、
有
効
回
答

数
１
５
１
件
と
、
６
割
近
い
回
収
率
で
、

本
事
業
に
対
す
る
子
育
て
世
代
の
関
心

の
高
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

調
査
の
結
果
を
、
今
後
の
子
ど
も
子

育
て
支
援
事
業
計
画
に
反
映
さ
せ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

町
内
で
は
、
人
口
減
少
が
進
み
、

特
に
近
年
出
生
者
数
が
10
人
程
度
で

推
移
し
て
い
る
。
今
後
も
、
年
間
出

生
者
数
約
10
人
未
満
で
子
ど
も
の
人

口
が
減
少
し
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。

　

令
和
６
年
２
月
、
子
育
て
世
帯
に

対
し
、
幼
児
教
育
、
保
育
事
業
の
利

用
希
望
、
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
の

ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
し
て
い
る
が
、

調
査
結
果
を
捉
え
た
取
り
組
み
姿
勢

を
問
う
。

問答

　
　

教
育
次
長

　

保
育
料
の
無
償
化
は
、
第
２
子
以
降
、

県
内
ど
こ
よ
り
も
先
駆
け
て
行
っ
て
い

ま
す
。
給
食
費
に
つ
い
て
は
、
他
市
町

や
国
の
状
況
を
見
な
が
ら
、
引
き
続
き

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
学
校

の
教
育
施
設
で
す
。
利
用
す
る
に
は
学

校
開
放
等
の
規
則
が
あ
り
、
各
団
体
が

申
請
の
も
と
施
設
の
許
可
を
得
て
利
用

し
て
い
ま
す
。
自
由
に
利
用
で
き
る
よ

う
に
と
の
ご
意
見
で
の
ご
質
問
だ
と
思

い
ま
す
が
、
今
後
検
討
を
続
け
て
ま
い

り
ま
す
。

　

病
院
事
業
管
理
者

　

小
児
科
医
療
に
つ
い
て
は
、
前
副
町

長
が
進
め
て
い
た
だ
い
た
電
話
相
談
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

専
門
医
を
配
置
す
る
こ
と
は
無
理
で

す
が
、
現
状
で
は
内
科
の
先
生
が
対
応

　
　

調
査
結
果
の
中
で
、
保
育
料
や

給
食
費
の
無
償
化
、
特
に
多
か
っ
た

病
院
の
小
児
科
の
設
置
の
今
後
の
対

応
、
ま
た
遊
び
場
の
確
保
（
小
中
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
開
放
）
に
つ
い
て
、

見
解
を
問
う
。

問答

問

アンケート調査結果を今後
の子ども子育て支援事業計
画に反映させていきたい

減少が続く少子化対策
を問う

答

佐々木美知夫 議員

　
　

企
画
課
長

　

令
和
５
年
度
は
、
町
外
か
ら
20
名
近

く
の
女
性
参
加
希
望
が
あ
り
ま
し
た
が
、

男
性
か
ら
の
応
募
が
少
な
く
、
６
対
６

の
開
催
に
な
り
、
３
組
の
カ
ッ
プ
ル
が

誕
生
し
ま
し
た
。
今
年
度
も
交
流
会
を

実
施
し
ま
す
。

　
　

婚
活
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
現
状
を

問
う
。

問答

こちらのＱＲコード
から中継映像もご覧
いただけます。

筒賀児童センター

　
　

教
育
次
長

　

基
本
的
に
は
、
居
住
の
問
題
で
あ
り

ま
す
と
か
、
仕
事
の
問
題
を
は
じ
め
と

し
た
様
々
な
過
疎
地
域
特
有
の
課
題
が

　
　

子
育
て
世
代
の
定
住
が
増
加
し

な
い
町
の
課
題
や
問
題
は
何
か
。

問答

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

で
き
る
３
歳
以
降
、
何
と
か
対
応
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

加計小学校
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町
長

　

地
域
イ
ン
フ
ラ
群
再
生
戦
略
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
と
い
う
、
国
の
事
業
の
モ
デ
ル

地
域
に
選
定
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
町
と
北
広
島
町
と
県
も
合
同
で
国
道
、

県
道
も
一
体
的
に
連
携
し
な
が
ら
管
理

す
る
こ
と
で
効
率
化
を
図
る
取
り
組
み

を
具
体
的
に
今
年
か
ら
始
め
ま
す
。　

　

国
や
県
と
協
議
を
し
な
が
ら
ア
プ
リ

等
の
Ｄ
Ｘ
活
用
を
積
極
的
に
働
き
か
け

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　

車
道
や
歩
道
の
舗
装
剥
が
れ
・

ひ
び
割
れ
・
陥
没
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

等
の
損
傷
、
倒
木
や
落
石
、
動
物
の

死
骸
な
ど
を
発
見
し
、
詳
細
な
住
所

が
わ
か
ら
な
い
場
合
や
状
況
説
明
が

難
し
い
場
合
で
も
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
場
所
や
写
真
を
添
付
し
簡
単
に

通
報
で
き
る
ア
プ
リ
や
シ
ス
テ
ム
を

導
入
す
る
考
え
は
な
い
か
。

問答 町
道
維
持
管
理
に
つ
い
て

商品開発を促進するための
支援制度を設けるべきでは問

影井伊久美　議員
こちらのＱＲコード
から中継映像もご覧
いただけます。

　
　

町
長

　

新
し
い
事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

は
「
が
ん
ば
る
ビ
ジ
ネ
ス
応
援
補
助
金
」

を
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
し
か
し

事
業
の
延
長
線
上
で
商
品
開
発
を
し
た

い
点
に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
該
当

す
る
よ
う
な
支
援
策
が
な
い
の
で
、
宿

題
と
し
て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
商
品
開
発
の
思
い
が
あ
る

方
と
地
域
商
社
と
が
、
し
っ
か
り
連
携

さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
　

道
の
駅
の
持
続
可
能
な
運
営
強

化
の
た
め
に
は
１
人
で
も
多
く
の
住

民
や
事
業
者
の
参
画
が
必
要
で
あ
る
。

１
次
産
業
の
み
な
ら
ず
２
次
・
３
次

・
６
次
産
業
化
す
る
事
業
者
に
対
し

て
の
支
援
と
し
て
、
地
域
資
源
を
活

か
し
た
新
た
な
商
品
開
発
や
、
既
存

の
商
品
を
改
良
す
る
経
費
の
一
部
を

補
助
す
る
制
度
を
設
け
る
考
え
は
な

い
か
。

問答 特
産
品
・
お
土
産
品
の
商

品
開
発
に
つ
い
て

どういったものが相応しい
か考えていきたい答

　
　

町
長

　

お
お
む
ね
３
か
月
程
度
の
実
証
実
験

を
地
域
商
社
の
中
で
は
部
会
制
度
で
様

々
な
分
野
の
事
業
者
に
参
加
い
た
だ
き
、

意
見
交
換
す
る
場
を
作
っ
て
い
る
が
、

年
に
１
、
２
回
し
か
開
催
で
き
て
て
お

ら
ず
結
果
と
し
て
中
身
が
伴
う
活
動
ま

で
い
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

地
域
商
社
と
の
連
携
の
中
で
事
業
と

し
て
生
ま
れ
て
い
く
よ
う
な
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

多
様
な
事
業
者
と
地
域
商
社
が

話
し
合
え
る
場
の
延
長
線
上
に
補
助

金
制
度
の
選
択
肢
が
あ
っ
て
、
い
わ

ゆ
る
バ
ラ
マ
キ
で
は
終
わ
ら
な
い
、

お
互
い
に
協
力
し
な
が
ら
商
品
開
発

が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

問答

一般質問
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みなさん是非 傍聴にいらして下さい!!

斉藤マユミ　議員

いこいの村ひろしま・グリーン
スパつつが今後の方向性は問

施設売却のための公募を
展開している答

こちらのＱＲコード
から中継映像もご覧
いただけます。
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産
業
観
光
課
長

　

観
光
事
業
も
回
復
傾
向
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
こ
の
８
月
末
よ
り
、
建
物
の
売

却
及
び
土
地
の
貸
付
け
の
公
募
を
開
始

し
ま
し
た
。
事
業
者
の
選
定
に
あ
た
っ

て
は
、
施
設
運
営
の
意
欲
や
経
営
能
力

な
ど
に
最
も
す
ぐ
れ
た
応
募
者
を
優
先

交
渉
権
者
と
し
て
決
定
す
る
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
方
式
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

　

募
集
要
項
を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

表
す
る
な
ど
、
透
明
性
を
確
保
し
な
が

ら
手
続
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

以
前
の
答
弁
で
、
町
内
に
お
い

て
多
く
の
団
体
客
を
受
入
れ
可
能
な

大
変
重
要
な
施
設
と
位
置
づ
け
ら
れ

た
。

　

保
有
施
設
の
整
理
合
理
化
の
観
点
、

今
後
の
老
朽
化
対
策
費
用
の
増
大
の

観
点
、
さ
ら
に
は
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ

活
用
に
よ
る
施
設
の
有
効
活
用
の
可

能
性
の
観
点
、
い
ず
れ
の
観
点
か
ら

も
、
従
来
ど
お
り
当
該
施
設
は
、
民

間
譲
渡
す
べ
き
の
判
断
が
示
さ
れ
た
。

指
定
管
理
期
間
が
１
年
と
半
年
、
売

却
に
向
け
て
の
現
在
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て
問
う
。

問 い
こ
い
の
村
ひ
ろ
し
ま
売

却
に
向
け
て
の
進
捗
状
況

　
　

産
業
観
光
課
長

　

平
成
18
年
度
よ
り
、
管
理
は
指
定
管

理
者
制
度
を
導
入
し
、
現
在
も
民
間
事

業
者
が
運
営
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
開

設
後
28
年
が
経
過
し
、
施
設
の
老
朽
化

に
よ
る
修
繕
費
の
増
加
が
目
立
ち
始
め

て
き
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

こ
の
施
設
は
宿
泊
事
業
を
中
心
と
し

て
、
周
辺
地
域
の
観
光
振
興
や
産
業
振

興
な
ど
に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

町
と
し
て
も
必
要
な
施
設
と
考
え
て
お

り
、
よ
り
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
運
営

と
な
る
よ
う
、
将
来
的
に
は
本
施
設
に

つ
い
て
も
売
却
を
前
提
に
検
討
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
方
針
が
固
ま

れ
ば
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
お
示
し
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

グ
リ
ー
ン
ス
パ
つ
つ
が
の
今
後

に
つ
い
て
を
問
う
。

問答

答

大規模林道（舗装前）

　
　

産
業
観
光
課
長

　

大
規
模
林
道
に
つ
い
て
は
国
や
県
の

支
援
が
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
町
の
ほ

う
で
管
理
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
年
度
、
し
っ
か
り
予
算
を
付
け
て

対
策
し
て
い
ま
す
。
設
計
も
や
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
で
全
部
が
舗
装
で
き
る

か
ど
う
か
苦
慮
し
て
い
ま
す
。
不
十
分

で
あ
れ
ば
ま
た
来
年
度
に
向
け
て
取
り

組
み
を
加
速
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

大
規
模
林
道
舗
装
工
事
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
。

問答

大規模林道（着々と舗装が進みます）



核廃絶の取り組みの町長
の考えは問

平和構築の土台となる
信頼を醸成答

大江　厚子　議員
こちらのＱＲコード
から中継映像もご覧
いただけます。

　
　

町
長

　

核
廃
絶
の
言
葉
が
な
く
て
も
、
平
和

構
築
の
土
台
と
な
る
信
頼
の
醸
成
が
大

き
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

戦
没
者
追
悼
平
和
祈
念
式
典
の

町
長
式
辞
で
、
核
兵
器
廃
絶
の
政
府

へ
の
要
請
が
昨
年
今
年
は
な
い
。
町

長
が
訴
え
る
こ
と
が
ト
ッ
プ
の
任
務

で
は
な
い
か
。

問答

　
　

副
町
長

　

町
民
の
生
活
に
不
安
が
生
じ
て
い
る

状
況
は
容
認
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、

県
や
関
係
市
町
と
連
携
し
て
国
等
に
対

応
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

　
　

７
月
８
日
午
後
８
時
前
後
、
戸

河
内
の
上
空
で
、
基
準
を
超
え
る
16

回
の
騒
音
が
聞
か
れ
た
。

　

安
全
で
静
か
で
あ
る
べ
き
空
が
米

軍
用
機
の
戦
争
の
訓
練
場
に
さ
れ
て

い
る
。
認
識
は
。

問答 米
軍
用
機
の
訓
練
に
つ
い
て

　
　

健
康
福
祉
課
長

　

介
護
事
業
者
・
障
害
福
祉
事
業
者
・

病
院
全
て
で
不
足
し
て
お
り
切
実
な
問

題
で
す
。

　
　

全
国
的
に
介
護
職
員
不
足
だ
が
、

本
町
の
現
状
は
ど
う
か
。

問答

　
　

教
育
長

　

道
徳
科
や
社
会
科
等
で
の
指
導
や
夏

季
休
業
中
に
平
和
学
習
を
実
施
し
ま
し

た
。
被
爆
の
惨
劇
の
継
承
、
子
ど
も
達

自
身
何
が
で
き
る
か
学
習
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
　

学
校
教
育
に
お
け
る
戦
争
や
原

爆
の
学
習
に
つ
い
て
問
う
。

問答　

大
江
厚
子　

議
員

　

旧
上
殿
村
が
造
営
し
た
戦
争
や
原
爆

で
亡
く
な
っ
た
方
84
基
の
共
同
墓
地
は
、

戦
争
の
記
録
を
刻
む

も
の
だ
。
上
殿
遺
族

会
が
大
切
に
維
持
管

理
さ
れ
て
お
り
、
戦

争
は
起
こ
し
て
は
い

け
な
い
と
い
う
核
心

と
な
る
も
の
だ
。

　
　

副
町
長

　

防
衛
は
国
の
専
管
事
項
で
す
が
、
町

民
の
安
全
安
心
に
関
わ
る
問
題
で
あ
り
、

実
効
性
あ
る
対
応
を
近
隣
自
治
体
と
連

携
し
要
請
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

岩
国
米
軍
基
地
に
、
最
新
鋭
の

オ
ス
プ
レ
イ
や
戦
闘
機
が
配
備
さ
れ

た
。
ど
う
考
え
る
か
。

問答　
　

本
町
を
含
む
近
隣
市
町
の
国
へ

の
要
請
文
を
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

問
　
　

副
町
長

　

検
討
し
ま
す
。

答

介
護
職
員
不
足
に
つ
い
て

　
　

健
康
福
祉
課
長

　

多
く
の
ス
キ
ル
が
求
め
ら
れ
る
も
の

の
給
与
や
待
遇
は
ま
だ
改
善
の
余
地
が

あ
り
、
離
職
率
も
高
い
傾
向
に
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
　

原
因
は
何
か
。

問答
　
　

健
康
福
祉
課
長

　

住
居
確
保
の
検
討
を
し
て
き
ま
し
た

が
実
績
は
上
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。
話
し

合
い
を
続
け
そ
の
よ
う
な
事
が
で
き
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

町
外
か
ら
の
雇
用
を
考
え
、
町

が
寮
の
よ
う
な
施
設
を
建
設
す
る
考

え
は
な
い
か
。

問答

上殿共同墓地

一般質問
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合
併
20
周
年
記
念
に
つ
い
て

明るい選挙について問

田島　　清　議員

　
　

総
務
課
長

　

政
治
家
に
よ
る
汚
職
に
関
し
て
、
非

常
に
大
き
な
打
撃
を
受
け
る
と
こ
ろ
で

す
。
議
員
ご
指
摘
の
失
望
感
で
あ
り
ま

す
と
か
、
選
挙
の
投
票
率
が
減
少
す
る

と
い
う
話
も
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
も
っ

て
安
芸
太
田
町
で
誇
り
を
持
っ
て
仕
事

を
す
る
と
い
っ
た
面
か
ら
非
常
に
残
念

で
な
り
ま
せ
ん
。

　

投
票
率
向
上
に
つ
い
て
は
、
広
報
誌

に
よ
る
啓
発
、
ま
た
防
災
無
線
に
よ
る

情
報
発
信
、
近
年
で
は
、
主
権
教
育
の

一
環
と
し
て
、
加
計
高
生
に
よ
る
投
票

率
向
上
の
取
り
組
み
と
連
携
し
て
行
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
、
他
の
自
治
体
に
劣

る
と
こ
ろ
は
な
い
と
い
う
ふ
う
に
自
負

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
町
議
会
に
よ
る
住
民
懇
談
会

の
開
催
な
ど
、
住
民
の
皆
様
と
議
員
が

直
接
対
話
を
さ
れ
、
政
治
に
関
心
を
持

　
　

大
規
模
買
収
事
件
の
こ
と
に
つ

い
て
は
本
町
も
無
縁
で
は
な
い
。
有

権
者
の
皆
さ
ん
の
驚
き
と
心
配
の
声

は
続
い
て
い
る
。
も
う
選
挙
に
は
行

か
な
い
な
ど
、
落
胆
の
声
も
聞
か
れ
、

政
治
離
れ
が
懸
念
さ
れ
る
。
投
票
率

向
上
の
た
め
の
施
策
は
あ
る
か
。

　

投
票
率
の
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
目
指

す
考
え
は
。

問答

っ
て
い
た
だ
け
る
き
っ
か
け
づ
く
り
を

担
っ
た
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
し
、

議
会
広
報
委
員
会
、
ま
た
議
会
改
革
特

別
委
員
会
の
取
り
組
み
に
関
し
て
非
常

に
注
視
し
て
い
ま
す
。

　
　

町
長

　

長
年
続
く
過
疎
に
い
か
に
立
ち
向
か

っ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
を
積
み
重
ね

て
こ
ら
れ
た
20
年
で
は
な
か
っ
た
か
な

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
、
合
併
20
年
の
う
ち
の
後
半
の

４
～
５
年
を
担
う
状
況
で
し
た
。
都
市

と
自
然
が
近
接
し
た
質
の
高
い
暮
ら

し
、
教
育
環
境
の
充
実
と
い
う
観
点
か

ら
「
ほ
か
の
市
町
に
は
な
い
好
条
件
に

恵
ま
れ
て
い
る
」
と
い
う
ふ
う
に
感
じ

て
お
り
ま
す
。

　

ほ
か
の
町
か
ら
見
て
、
ま
ね
を
し
た

く
な
る
よ
う
な
、
模
範
と
な
る
よ
う
な

そ
う
い
う
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

前
町
長
は
10
周
年
挨
拶
で
、
こ

れ
か
ら
の
10
年
も
町
民
が
主
役
で
、

町
民
が
活
躍
す
る
協
働
の
ま
ち
づ
く

問

答

こちらのＱＲコード
から中継映像もご覧
いただけます。

誇りを持って前に進みたい答

みなさん是非 傍聴にいらして下さい!!

合併20周年記念式典
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り
、
地
域
の
資
源
を
経
済
活
動
に
活

か
し
、
夢
と
誇
り
の
持
て
る
未
来
に

つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む

と
し
、
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た

ち
で
つ
く
る
、
こ
の
思
い
を
共
有
し
、

町
民
一
丸
と
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
む
な
ら
ば
、
必
ず
道
は
開
け

る
も
の
と
確
信
し
て
い
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

20
周
年
へ
の
意
気
込
み
に
つ
い
て

問
う
。



大江　昭典　議員

筒賀川の異臭・汚濁について問う問

引き続き追跡・調査を行う答

　
　

現
在
の
施
策
の
進
捗
状
況
及
び

課
題
、
今
後
の
展
望
は
ど
う
か
。

問

　
　

町
長

　

筒
賀
川
上
流
域
に
お
け
る
黒
い
水
、

あ
る
い
は
異
臭
に
つ
い
て
、
大
雨
時
に

現
地
で
事
実
確
認
し
、
私
ど
も
把
握
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。　

　
　

太
田
川
の
清
流
を
つ
か
さ
ど
る

筒
賀
川
の
増
水
時
の
異
常
汚
濁
と
異

臭
は
、
環
境
や
地
元
住
民
に
と
っ
て
、

大
変
大
き
な
懸
念
材
料
で
あ
り
、
今

後
の
行
方
を
大
変
危
惧
し
て
い
る
が
、

町
長
は
こ
の
案
件
を
ど
う
捉
え
て
い

る
か
。

問答

　
　

産
業
観
光
課
長

　

こ
れ
ま
で
、
太
田
川
河
川
事
務
所
と

の
意
見
交
換
会
を
本
町
で
実
施
し
、
住

民
が
参
加
す
る
ク
リ
ー
ン
太
田
川
の
際

も
、
川
岸
ま
で
た
ど
り
着
く
こ
と
の
で

き
な
い
状
況
を
説
明
し
、
除
草
な
ど
の

実
施
を
要
望
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

太
田
川
の
清
流
復
活
に
つ
き
ま
し
て

は
、
ま
ず
、
河
川
の
状
態
に
つ
い
て
の

現
状
把
握
が
必
須
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
河
川
の
状
況
を
調
査
す
る
中
で
、

過
去
に
失
わ
れ
た
自
然
を
取
り
戻
す
こ

と
が
で
き
る
か
、
ま
た
生
態
系
の
健
全

性
を
回
復
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う

か
は
、
新
年
度
予
算
に
向
け
た
取
り
組

み
と
し
て
議
論
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

答

　
　

町
長

　

今
年
の
夏
も
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
来

て
い
た
だ
き
、
安
芸
太
田
町
の
美
し
い

自
然
を
多
種
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
た
と

感
じ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
太
田
川
の
清

流
の
度
合
い
が
、
も
っ
と
き
れ
い
に
な

れ
ば
、
当
然
観
光
に
も
プ
ラ
ス
に
働
い

て
い
く
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
水
質

調
査
等
を
含
め
、
ま
ず
は
現
状
把
握
か

ら
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　

太
田
川
清
流
構
想
と
現
存
す
る

観
光
資
源
と
の
結
び
つ
き
に
つ
い
て

の
考
え
を
問
う
。

問答

太
田
川
清
流
構
想
に
つ
い
て

こちらのＱＲコード
から中継映像もご覧
いただけます。

　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、

追
跡
、
調
査
、
把
握
を
し
な
が
ら
、
こ

う
い
っ
た
事
態
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
、

し
っ
か
り
と
関
係
部
局
（
国
交
省
・
県
）

の
方
に
、
お
願
い
を
し
て
い
き
ま
す
。
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一般質問

住民が参加するクリーン太田川

筒賀川 筒賀川



役場本庁設置の
モリカ現金チャージ機

津田　　宏　議員
こちらのＱＲコード
から中継映像もご覧
いただけます。

DX推進計画の今後の
取り組みは問

分野を横断した活用を進める答

　
　

企
画
課
長

　

安
芸
太
田
町
で
は
、
32
の
手
続
き
が

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
可
能
と
な
り
、
行
政

情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
に
向
け
た
移

行
計
画
も
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地

域
通
貨
「
も
り
か
」
と
生
活
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ

を
中
心
に
住
民
の
利
便
性
を
高
め
る
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
お
り
、
生
活
Ｍ
ａ

ａ
Ｓ
で
は
「
あ
な
た
く
」
と
「
定
額
タ

ク
シ
ー
」
を
統
合
し
た
新
公
共
交
通
シ

ス
テ
ム
「
も
り
カ
ー
」
の
運
用
も
開
始

し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
災
害
時
の
支
援
と
し
て
、

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
「
防
災
も
り
み
ん
」
を

導
入
し
て
い
ま
す
。
ペ
ー
パ
レ
ス
化
も

推
進
中
で
す
。
さ
ら
に
、
「
Ｄ
Ｘ
共
通

基
盤
」
を
構
築
し
、
分
野
を
横
断
し
て

デ
ー
タ
の
活
用
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
　

安
芸
太
田
町
の
「
安
芸
太
田
町

Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
」
に
お
い
て
、
こ
れ

ま
で
の
実
績
と
今
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
問
う
。

問答 安
芸
太
田
町
Ｄ
Ｘ
推
進
計

画
に
つ
い
て

　
　

住
民
課
長

　

現
行
の
健
康
保
険
証
の
発
行
は
令
和

６
年
12
月
２
日
で
終
了
し
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
で
の
保
険
証
利
用
に
移
行

し
ま
す
。
こ
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
国

民
健
康
保
険
や
後
期
高
齢
者
医
療
の
被

保
険
者
証
更
新
時
に
案
内
し
、
町
広
報

誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
医
療
機
関
や
薬

局
で
も
周
知
し
て
い
ま
す
。
高
齢
者
や

身
体
的
な
制
約
、
認
知
機
能
の
低
下
が

あ
る
方
に
は
、
本
庁
各
支
所
の
窓
口
で

の
対
面
サ
ポ
ー
ト
や
、
必
要
に
応
じ
て

職
員
が
施
設
や
自
宅
に
出
向
い
て
登
録

作
業
を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
暗
証
番

号
の
設
定
が
不
要
な
カ
ー
ド
も
選
択
可

能
で
す
。

　

ま
だ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得

し
て
い
な
い
方
や
、
保
険
証
と
紐
付
け

し
て
い
な
い
方
に
は
「
資
格
確
認
書
」

が
交
付
さ
れ
、
こ
れ
を
医
療
機
関
に
提

示
す
る
こ
と
で
従
来
ど
お
り
の
医
療
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
　

政
府
は
従
来
の
保
険
証
を
廃
止

し
、
保
険
証
機
能
を
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
紐
付
け
た
マ
イ
ナ
保
険
証

に
一
本
化
す
る
方
針
を
決
定
し
ま
し

た
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
操
作
に
不
慣
れ
な
高
齢

者
や
、
身
体
的
な
制
約
や
認
知
機
能

の
低
下
が
あ
る
方
に
対
し
て
、
ど
の

よ
う
な
対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
問

う
。

問答

加
計
高
校
の
持
続
と
発
展

に
つ
い
て

　
　

副
町
長

　

現
在
、
定
住
促
進
住
宅
の
整
備
を
町

で
進
め
て
い
ま
す
が
、
新
た
に
整
備
す

る
住
宅
や
、
既
設
の
住
宅
で
空
き
が
あ

る
と
こ
ろ
を
、
加
計
高
校
の
町
外
か
ら

の
入
学
生
受
け
入
れ
に
活
用
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
か
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な

る
新
し
い
発
想
で
検
討
し
て
い
く
こ
と

も
重
要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

色
々
と
規
制
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す

が
、
何
と
か
突
破
口
を
見
い
だ
し
て
い

け
る
よ
う
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
　

黎
明
館
は
最
大
60
名
の
生
徒
が

居
住
で
き
る
寮
を
持
つ
。
地
元
生
の

入
学
数
に
は
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
将

来
的
に
地
元
生
を
確
保
す
る
の
が
難

し
く
な
る
一
方
、
町
外
か
ら
の
入
学

生
を
増
や
す
必
要
が
あ
る
が
、
寮
の

確
保
が
課
題
で
あ
る
。

　

加
計
高
校
は
県
内
で
注
目
さ
れ
て

お
り
、
人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
た

め
に
も
、
加
計
高
校
の
役
割
は
重
要

で
あ
る
。
安
芸
太
田
町
の
出
生
数
は

減
少
傾
向
に
あ
り
、
将
来
的
に
町
内

の
新
入
生
が
10
人
に
満
た
な
い
状
況

が
予
想
さ
れ
る
。
黎
明
館
に
入
寮
で

き
な
い
生
徒
が
発
生
す
る
が
、
町
は

将
来
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の

か
問
う
。

問答
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みなさん是非 傍聴にいらして下さい!!



議会改革調査特別委員会

議
員
定
数
・
報
酬
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

　
安
芸
太
田
町
議
会
で
は
、
議
員
定
数
・
議
員
報
酬
に
つ
い
て
、
住
民
の
皆
様
の
意
見
を
聴
く
た
め
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
議
員
定
数
・
報
酬
の
検
討
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

特集

議員定数（現在12人）についてどう思いますか。

アンケート回収率等
■対象者：2,500人　　■回答者：945人
■回収率：37.8%

定数に関する住民アンケ－ト調査結果について

①増員すべき…………………………………８
②現状維持がよい………………………１６７
③削減すべき……………………………６４４
④わからない……………………………１０３
　※無回答…………………………………２３

議員報酬（月額20万円）についてどう思いますか。

議員報酬に関する住民アンケ－ト調査結果について

①増やしてもよい………………………２４６
②現状維持がよい………………………３１７
③削減すべき……………………………１６３
④わからない……………………………１６０
　※無回答…………………………………５９

わからない
11％

無回答
2％

増員すべき
1％

現状維持
18％

削減すべき
68％

わからない
17％

無回答
6％

現状維持
34％

増やしてもよい
26％

削減すべき
17％
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委員会レポート

19 安芸太田町議会だより

■
議
員
定
数
・
報
酬
に
係
る
住
民
懇
談

　

会
の
開
催

　

安
芸
太
田
町
議
会
で
は
、
議
員
定
数

・
報
酬
に
つ
い
て
、
住
民
の
皆
様
の
意

見
を
聴
く
た
め
に
町
内
３
か
所
で
住
民

懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

懇
談
会
に
は
、
３
会
場
で
53
人
の
参

加
が
あ
り
、
議
会
活
動
や
議
員
定
数
・

報
酬
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
、
懇
談
会
で
出
さ
れ
た
住

民
の
皆
様
の
意
見
を
議
員
定
数
・
報
酬

の
見
直
し
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
懇
談
会
で
の
意
見
等
に
つ
い
て

は
、
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

・
筒
賀
会
場　

　
　
７
月
13
日
（
土
）
13
人
参
加

・
戸
河
内
会
場

　
　
７
月
21
日
（
日
）
20
人
参
加

・
加
計
会
場

　
　
７
月
27
日
（
土
）
20
人
参
加

議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会

●世羅町、北広島町は12人でやっているが、

　人口は３倍。向こうができてこちらがで

　きない理由がどこにあるのか。

●定数は10人に減らす。常任委員会は全員

　でもって構成すればいいのでは。

●定数と報酬は別々に考えるのではなく、

　一体として考えるべきではないだろうか。

●若い人が町議会に進出してみたいという

　ような希望が持てる議会になってもらい

　たい。そのためにも適正な水準の報酬で

　あるべきではないだろうか。

●議員報酬をいくらあげてもよいが、いく

　ら給料を上げても何もしなかったら無駄

　遣い。

　議会改革特別委員会では安芸太田町の「議

員定数・報酬」について、見直しを行うため、

住民懇談会、アンケ－ト調査を行いました。

　議員定数については、定数を削減すべきと

の意見が、約７割と大多数を占めました。

　議員報酬については、現状維持が34%、増

やすべきが26%と拮抗した結果となりました。

議会では、これらの結果を参考に協議を重ね、

議員定数については、９月定例会で、議員定

数を現行の12人から１人減の11人とする条例

改正案を賛成多数で可決しました。

　報酬については、引き続き協議を継続し、

今年中に結論を出す方針です。

　　　　　　　　議会改革調査特別委員会

懇談会での意見（抜粋）議員定数・報酬について

戸河内会場での様子加計会場での様子 筒賀会場での様子

こちらのＱＲコードから
アンケート結果をご覧い
ただけます。



　

広
報
広
聴
調
査
特
別
委
員
会
に

所
属
し
、
も
り
み
ん
だ
よ
り
（
議

会
だ
よ
り
）
の
編
集
に
携
わ
っ
て

早
く
も
４
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
間
、
も
り
み
ん
だ
よ
り
の

編
集
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
議
会

報
告
会
の
開
催
、
各
種
団
体
等
と

の
意
見
交
換
等
、
今
ま
で
に
な
い

取
り
組
み
を
行
い
、
委
員
皆
で
、

開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
活
動

し
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
こ
の
流
れ
を
継
続
し
、

議
会
と
町
民
の
間
を
近
づ
け
る
た

め
、
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
小
島　

俊
二
）

編

集

後

記

♦
広
報
・
広
聴
調
査
特
別
委
員
会

　
　

委

員

長　

田
島　
　

清

　
　

副
委
員
長　

影
井
伊
久
美

　
　

委　
　

員　

斉
藤
マ
ユ
ミ

　
　
　
　
　
　
　

小
島　

俊
二

　
　
　
　
　
　
　

大
江　

昭
典

■
陳
情
審
査　

９
月
18
日

・
陳
情
第
16
号　

　

「
加
計
体
育
館
の
照
明
度
確
認
を
求
め

　

る
陳
情
書
」

　

【
審
査
結
果
】
採
択

■
視
察　

９
月
18
日

・
県
道
「
弁
財
天
加
計
線
」
視
察

・
上
殿
定
住
促
進
賃
貸
住
宅
視
察

■
委
員
会
開
催　

９
月
18
日

・
第
２
次
長
期
総
合
計
画
（
後
期
基
本
計

　

画
）、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

　

合
戦
略
の
施
策
評
価
に
つ
い
て

・
次
期
長
期
総
合
計
画
の
策
定
状
況
に
つ

　

い
て

・
令
和
５
年
度
一
般
社
団
法
人
地
域
商
社

　

あ
き
お
お
た
決
算
状
況
に
つ
い
て

・
道
の
駅
再
整
備
事
業
に
つ
い
て

■
意
見
交
換
会
開
催　

８
月
23
日

・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
と
の
意
見
交
換

　

会

　

参
加
者　

協
力
隊
員
５
人

総
務
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会

上殿定住促進賃貸住宅
建設予定地

弁財天加計線
トンネル工事現場

懇談会の様子（役場本庁　大集会室）

　

令
和
６
年
８
月
２
日
、
人
口
減
少
が
本

町
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
中
、
課

題
解
消
の
一
助
と
な
る
よ
う
、
子
育
て
と

若
者
を
支
援
し
て
い
く
た
め
の
施
策
推
進

に
向
け
た
調
査
を
実
施
す
る
た
め
、
新
規

に
設
置
し
ま
し
た
。

　
・
委
員
長　
影　
井　
伊
久
美

　
・
副
委
員
長　
佐
々
木　
美
知
夫

　
・
委　
　
員　
斉　
藤　
マ
ユ
ミ

　
　
　
　
　
　
　
田　
島　
　
　
清

　
　
　
　
　
　
　
大　
江　
厚　
子

　
　
　
　
　
　
　
大　
江　
昭　
典

地
方
創
生
調
査
特
別
委
員
会

広
報
・
広
聴
調
査
特
別
委
員
会

子
ど
も
子
育
て
・
若
者
支

援
対
策
特
別
委
員
会　
　

子ども子育て・若者支援対策特別委員会
６名の委員
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